
2024 年 10月 18日 

草の根技術協力（支援型）案件概要表 

Ⅰ．事業の概要 

1．対象国名 ネパール 

2．案件名 高齢化社会に向けた高齢者ケア体制の整備【外国人材受入・活躍支援枠】 

3．事業の背景と必要性 ネパールにおいても徐々に高齢化が進んでおり、現在でも郊外農村部では、高齢者介

護が担い手の不足なども相まって問題となっている。日本では、高齢者介護に従事す

る人材の外国への依存度は高まっているが、人材は都市部に流れる傾向にあり、地方

都市における人材確保は困難なことが続いている。実施団体が保有する日本における

介護の知見、技術をネパールに伝え、高齢化に係る課題を解決するとともに、相互の

交流を通じて Win－Win の関係づくりを目指す。 

4．プロジェクト目標 カトマンズ市内の施設や対象地域において適切な高齢者ケアが実施される 

5．対象地域 Kathmandu 市、Namobuddha市 

6．受益者層 

（ターゲットグループ） 

Kathmandu 市の施設で高齢者ケアに従事する看護師、介護スタッフ 30 人、

Namobuddha 市全 11 区における Female Community Health Volunteer（FCHV 

女性村落保健ボランティア）11 人および介護職を目指すもの 20 人、Namobuddha

市高齢者（220人） 

7．生み出すべきアウト

プット及び活動 

<アウトプット> 

1. ネパール社会において高齢者の特性やそのケアについての認識が高まる 

2. 技術と知識を備えた高齢者ケアスタッフが養成される（職業スタッフおよびボラ

ンティアスタッフ） 

3. 対象村落において、住民が高齢者ケアを地域の課題としてとらえるようになる 

<活動> 

1-1.高齢者に関する ネパール国内の既存の情報とデータを収集、分析する 

1-2.高齢化社会先進地（日本）の施策、制度事例を収集、分析する 

1-3.福祉関係者に対してネパール国内外の高齢者問題や情報に関するセミナーを

実施する 

1-4. Social Media および Ageing Nepal 広報誌を通じて情報の発信を行う 

2-1.調査、分析結果と既存の情報を基にさまざまな階層に対する学習のための資料

を作成する 

2-2.トレーナーに対する研修を国内外で実施する 

   2-2-1.トレーナー等に対する本邦研修を実施する 

   2-2-2. トレーナーに対し現地にてフォローアップ研修を実施する 

2-3.トレーナーによる看護師、高齢者施設のスタッフに対する研修を実施する（at 

Kathmandu) 

2-4.トレーナーによる選出した対象村落の FCHV に対する研修を実施する(at 

Namobuddha) 

2-5.研修参加者に対し、現場での実践後のフォローアップ研修およびモニタリング



を実施する 

2-6.高齢者支援に興味を持つ者に対して、ネパール内外で高齢者ケア職ガイダンス

を行う 

2-7.就業希望者に対して、必要な訓練を実施する 

 

3-1.村落の現状と高齢者支援に対するニーズ調査を実施する 

3-2.村落において、現状の問題を明確にし、課題を共有するために調査後公開集会

を実施する 

3-3.FCHV によるセミナー（座談会）実施準備を支援する 

3-4.FCHV が地元でのセミナー（座談会）を実施する 

3-5.FCHV による高齢者巡回訪問を支援する 

3-6.地域における経験、得られた情報を各区で行政機関と共有する 

8．実施期間 （西暦）2024 年 10月～2026年 5月（1年 7ヵ月） 

9．事業費概算額 9,972 千円 

10．相手国側実施機関

（カウンターパート） 

Ageing Nepal（NGO) 

Ⅱ．団体の概要 

1．実施団体／指定団体 社会福祉法人 名寄市社会福祉事業団 

2．主な活動内容 社会福祉法人名寄市社会福祉事業団は、1973年 5月 23日に名寄市により設置され、

以降、地域における高齢者支援サービス及び介護保険サービスの担い手として活動し

てきており、現在では、従業員総数 230名を超える法人として、特別養護老人ホーム

をはじめとする高齢者関連施設の運営や在宅介護サービスなどを通じた高齢者支援

を行っている。 

 


